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1.　近世封 建社 会の中でその経済源である農耕に従事

してい る人達 にとって終日を仕事ですごすた め，そ の仕

事 着は衣生活 のほとんど全部と も い え る ウェイ トを持

つ。それは働 きや すく丈夫 で風土 に適していることが要

求された。し かも出 費をおさえる種 々の法令で規制され

自給 自足 を旨 とし た独 自の文化 を生 み出し たのである。

わが国人 口の８割 を占めるこ の服 飾構成に対する考察は

わが国文化 の大きな一 端を明らめて行くことになろ う。

2･　県 市町村 史・地誌 ・紀 行誌を主とし た。

3.　労 働着 はそれがあまりに身 近であっただけに生 活

合理化 から手 軽に入手 できる新しい 繊維や既製服とかわ

り急激に姿 を消 そうとしていることにそれが使 えるだけ

補綴更生し たものだけ に遺 品を求 めることは む ず か し

い。お よそ服飾 の研究 は物 を主体とし てその時 代相を把

握併行し て観 察研究し なけ ればならない。 その場合， 記

録史学や 聞とり民 俗学とは異なった分野を展開しつつ 零

細 な文献 を探求し なけ ればならない し， 言葉のみを比較

検討 するこ とは物と名称が往 々にし てあわない ことも多

い。し かし，大 庶民服 飾は封 建社 会も明治御－ 新後もそ

れほど第２次世 界大戦 後すなわち現代のような変わり方

は まず ない と仮定す れは遺物 のない 現在では文献 を中心

に研究 を行なう以外方 法がない のではあるまい か，こ と

に今回は東北地方を中心に行 なっ た。


